
⽔辺からのメッセージ No.126

⽔辺の郷 伊庭︓
家と⽔路をつなぐ「カワト」 ⽔辺を集落の⽣活に取り込む

◆⽔を⽣活の中に取り⼊れる
伊庭集落では、琵琶湖の⽔や湧き⽔を⽣活の中に巧みに取り⼊れてきました。集落のまん中
に伊庭川が貫流して琵琶湖にそそぎます。集落内には何本も⽔路網ネットワークが形成されてい
ます。

◆⽔辺が集落の⽣業をささえる
明治時代には400を超える家々のほとんどが⽔路に接し、1軒に1艘の割合で⽥⾈を所有して
いました。⽔路の⽯垣は「⽯垣屋敷持ち」と⾔われるように、そこに住む住⺠によって積まれたもの
です。
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